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医師会シンボルマーク 

横浜市医師会  市民広報 ご自由にお持ちください。 

介護保険制度の改正／明日へのあゆみ／診療こぼれ話 

変形性膝関節症 変形性膝関節症 
◆最新医療情報 ◆座談会 

　
平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
横

浜
市
の
一
次
救
急
の
シ
ス
テ
ム

が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。 

　
横
浜
市
内
で
は
夜
間
の
救
急
・

急
病
で
お
困
り
の
時
に
は
横
浜

市
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー（
中
区
桜

木
町
）、
横
浜
市
北
部
夜
間
急

病
セ
ン
タ
ー（
都
筑
区
牛
久
保
西
）、

横
浜
市
南
西
部
夜
間
急
病
セ
ン

タ
ー（
泉
区
中
田
北
）が
３
６
５

日
休
ま
ず
対
応
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。（※
） 

　
と
く
に
横
浜
市
夜
間
急
病
セ

ン
タ
ー
で
は
内
科
・
小
児
科
は

午
後
８
時
か
ら
翌
朝
６
時
ま
で
、

眼
科
・
耳
鼻
科
は
午
後
８
時
か

ら
午
前
０
時
ま
で
診
療
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら

は
４
科
す
べ
て
が
午
後
８
時
か

ら
午
前
０
時
ま
で
の
診
療
と
な

り
ま
す
。 

　
し
た
が
い
ま
し
て
、市
内
の
３

箇
所
の
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の

診
療
は
す
べ
て
毎
夜
午
後
８
時

か
ら
午
前
０
時
ま
で
と
な
り
ま

す
こ
と
を
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
そ
し
て
午
前
０
時
以
降
の
診

療
に
つ
い
て
は
、
市
内
６
箇
所
に

あ
る
拠
点
病
院
が
一
次
救
急
か

ら
入
院
が
必
要
な
二
次
救
急
ま

で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
拠
点
病
院
は
横
浜
市

立
市
民
病
院
、
横
浜
市
立
み
な

と
赤
十
字
病
院
、
横
浜
労
災
病

院
、
済
生
会
横
浜
市
南
部
病
院
、

昭
和
大
学
横
浜
市
北
部
病
院
、

国
立
病
院
機
構
横
浜
医
療
セ
ン

タ
ー
の
６
病
院
で
す
が
、今
後
拠

点
病
院
の
数
が
も
う
少
し
増
え

る
予
定
で
す
。 

　
深
夜
の
患
者
さ
ん
は
数
は
少

な
く
と
も
重
症
度
の
高
い
方
が

多
い
た
め
、
直
ぐ
に
検
査
や
入

院
の
対
応
が
出
来
る
病
院
で
の

外
来
診
療
と
な
っ
た
こ
と
を
ご

理
解
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
拠
点

病
院
を
補
う
役
割
の
輪
番
病
院

も
当
番
制
で
整
備
し
て
、
深
夜

帯
の
急
病
の
際
に
は
受
診
で
き
、

入
院
も
可
能
な
病
院
を
市
内
の

各
所
に
指
定
し
、
市
民
の
皆
様

に
ご
不
自
由
、
ご
心
配
を
お
掛

け
し
な
い
シ
ス
テ
ム
作
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
内
18
区
に
あ
り
ま

す
休
日
急
患
診
療
所
は
従
来
通

り
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
に

診
療
い
た
し
ま
す
の
で
ご
安
心

く
だ
さ
い
。（
※
） 

　
な
お
、
不
明
な
点
は
横
浜
市

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー（  

０

４
５
・
２
０
１
・
１
１
９
９
）
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
３
６
５

日
24
時
間
電
話
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。 

広がる「女性専用外来」 広がる「女性専用外来」 

4月からヨコハマの 
  一次救急が変わります。 

※）3箇所の夜間急病センター、18箇所の休日急患診療所の連絡先は裏表紙をご覧下さい。 

病  院  名  所 在 地  連 絡 先  

横浜市立市民病院 保土ヶ谷区岡沢町56 　045-331-1961 
横浜市立みなと赤十字病院 中区新山下3-12-1 　045-628-6100 
横浜労災病院 港北区小机町3211 　045-474-8111 
済生会横浜市南部病院 港南区港南台3-2-10 　045-832-1111 
昭和大学横浜市北部病院 都筑区茅ヶ崎中央35-1 　045-949-7000 
国立病院機構横浜医療センター 戸塚区原宿3-60-2 　045-851-2621

4月1日から、午前 
0時以降の内科・ 
小児科の初期救 
急診療に対応す 
る「拠点病院」 

4月1日から、午前 
0時以降の内科・ 
小児科の初期救 
急診療に対応す 
る「拠点病院」 
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高
齢
化
で
中
高
年
に
急
増 

軟
骨
が
す
り
減
り
、 

痛
み
や
変
形
も 

進
歩
著
し
い
人
工
関
節
手
術 

変
形
性
膝
関
節
症 

　
高
齢
社
会
の
到
来
に
伴
い
、
膝
の
痛
み
を
訴
え
る
中
高
年

の
患
者
さ
ん
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
加
齢
や

肥
満
が
原
因
の
「
変
形
性
膝
関
節
症
」
で
、
病
状
が
進
む
と
、

歩
行
が
困
難
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
「
変
形
性
股
関
節
（
こ
か
ん
せ
つ
）

症
」に
悩
む
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
関
節
の
病
気
に

詳
し
い
青
木
整
形
外
科（
保
土
ヶ
谷
区
星
川
）院
長
の
青
木
健

先
生
に
、
原
因
や
症
状
、
治
療
法
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。 

青木整形外科院長 

青木 健 先生 
あお き  たけし  

■
変
形
性
膝
関
節
症
と
は
、
ど

ん
な
病
気
で
す
か
。 

 

　
青
木
　
大
腿
骨（
だ
い
た
い

こ
つ
）と
脛
骨（
け
い
こ
つ
）を

つ
な
ぐ
膝
の
関
節
に
は
軟
骨
が

あ
り
、
硬
い
骨
同
士
が
直
接
ぶ

つ
か
り
合
わ
な
い
よ
う
ク
ッ
シ

ョ
ン
の
役
目
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
軟
骨
が

劣
化
し
た
り
、
す
り
減
る
こ
と

で
、
膝
に
痛
み
や
変
形
な
ど
が

生
じ
る
。
こ
れ
が
変
形
性
膝
関

節
症
で
す
。 

■
原
因
は
何
で
す
か
。 

 

　
青
木
　
加
齢
や
肥
満
で
す
。

特
に
肥
満
は
、
膝
に
余
分
な
負

担
を
か
け
て
軟
骨
の
摩
耗
を
早

め
る
た
め
、
要
注
意
で
す
。 

 

■
患
者
は
女
性
に
多
い
そ
う
で

す
ね
。 

 

　
青
木
　
理
由
は
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
が
、
変
形
性
膝
関
節
症

は
女
性
に
多
発
す
る
傾
向
が
あ

り
、
発
症
率
は
男
性
の
２
〜
３

倍
で
す
。
ま
た
50
歳
を
過
ぎ
る

と
、
ぐ
ん
と
発
症
者
が
増
え
、

最
近
は
高
齢
化
に
伴
い
、
全
国

で
毎
年
90
万
人
近
い
新
規
患
者

が
出
て
い
ま
す
。 

 

■
症
状
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

す
か
。 

 

　
青
木
　
初
期
の
頃
は
、
歩
き

始
め
や
階
段
の
昇
り
降
り
の
際

な
ど
に
、
軽
い
痛
み
を
感
じ
る

程
度
で
す
。
し
か
し
病
状
が
進

む
と
、
痛
み
が
激
化
し
、
膝
が

腫
れ
た
り
、
水
が
た
ま
っ
た
り

し
ま
す
。
関
節
が
変
形
し
、
膝

の
屈
伸
が
不
自
由
に
な
っ
た
り
、

Ｏ
脚
に
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　
も
っ
と
ひ
ど
く
な
る
と
、
立

ち
上
が
る
、
歩
く
な
ど
の
動
作

が
困
難
に
な
り
、
日
常
生
活
に

も
大
き
な
支
障
が
出
ま
す
。 

 

■
そ
れ
は
大
変
で
す
ね
。
と
こ

ろ
で
、
効
果
的
な
治
療
法
は
あ

り
ま
す
か
。 

 

　
青
木
　
一
度
す
り
減
っ
た
関

節
の
軟
骨
は
元
に
戻
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
治
療
は
病
状
の
進
行

を
食
い
止
め
、
痛
み
の
除
去
や

関
節
の
機
能
を
取
り
戻
す
こ
と

を
主
眼
に
行
わ
れ
ま
す
。 

　
治
療
法
に
は
、大
別
し
て「
保

存
療
法
」と「
手
術
療
法
」の
二

つ
が
あ
り
ま
す
。
保
存
療
法
は
、

症
状
が
軽
度
か
ら
中
程
度
の
場

合
の
治
療
法
で
、
様
々
な
方
法

が
あ
り
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
消
炎
鎮
痛
剤
や
湿

布
な
ど
内
服
、外
用
薬
を
用
い
、

痛
み
を
除
去
す
る
た
め
の
薬
物

療
法
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
関
節

内
注
射
、
入
浴
や
超
音
波
な
ど

で
膝
の
血
行
を
良
く
す
る
温
熱

療
法
、
膝
を
支
え
る
筋
肉
の
大

腿
四
頭
筋（
し
と
う
き
ん
）を
強

化
す
る
た
め
の
運
動
療
法
な
ど
。

ま
た
靴
底
の
外
側
を
厚
く
し
て
、

Ｏ
脚
を
矯
正
す
る
た
め
の
装
具

療
法
も
あ
り
ま
す
。 

　
症
状
の
進
行
度
や
痛
み
の
程

度
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
、
治
療
の
効
果
を
上
げ

る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
保
存

療
法
で
も
症
状
の
改
善
が
見
ら

れ
な
い
場
合
に
、
手
術
療
法
を

行
い
ま
す
。 

■
手
術
療
法
も
、
い
ろ
い
ろ
種

類
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。 

 

　
青
木
　
は
い
。
関
節
変
形
が

少
な
く
、
中
程
度
の
症
例
で
は
、

関
節
鏡
で
軟
骨
の
凹
凸
を
削
っ

て
平
に
し
た
り
、
骨
と
骨
の
間

の
半
月
板
の
軟
骨
面
が
ザ
ラ
ザ

ラ
し
た
状
態
の
断
裂
を
切
除
し

て
、
痛
み
を
除
く
関
節
鏡
手
術

が
よ
く
行
わ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
関
節
が
変
形
し
て
Ｏ
脚

症
状
を
呈
し
て
い
る
場
合
は
、膝

の
下
部
の
脛
骨
を
切
っ
て
、
Ｘ
脚

気
味
に
矯
正
す
る
高
位
脛
骨
骨

切
り
術
を
選
択
し
ま
す
。 

　
し
か
し
、病
状
が
ひ
ど
く
、こ

れ
ら
の
手
術
で
も
痛
み
の
除
去

や
関
節
機
能
の
改
善
が
見
込
め

な
い
場
合
は
、
人
工
関
節
に
取

り
換
え
る
人
工
関
節
置
換
術
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
は
最
終
的
な
治
療
法
で
、

国
内
で
は
年
間
約
４
万
人
が
、

こ
の
手
術
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

■
人
工
関
節
は
、
耐
久
性
な
ど

に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

　
青
木
　
最
近
は
優
れ
た
材
質

の
人
工
関
節
が
開
発
さ
れ
、
手

術
技
法
も
進
歩
し
た
た
め
、
耐

用
年
数
は
20
年
以
上
と
飛
躍
的

に
向
上
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
手
術
も
完
全
に
治
す
こ
と
は

困
難
で
す
が
手
術
成
績
は
良
好

で
、
日
常
生
活
の
支
障
を
改
善

し
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）を
高
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
変
形
性
膝
関
節
症
は
、
Ｘ
線

検
査
な
ど
で
容
易
に
診
断
が
つ

き
ま
す
。
ま
た
治
療
法
も
日
進

月
歩
で
す
か
ら
、
と
に
か
く
早

期
発
見
に
努
め
、
早
め
に
治
療

を
受
け
て
下
さ
い
。 

           

■
次
に
変
形
性
股
関
節
症
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
ん

な
病
気
で
す
か
。 

 

　
青
木
　
股
関
節
の
軟
骨
が
す

り
減
っ
た
り
、変
形
し
て
い
く
進

行
性
の
病
気
で
す
。原
因
が
は
っ

き
り
し
な
い
一
次
性
の
も
の
と
、

先
天
性
股
関
節
脱
臼（
だ
っ
き
ゅ

う
）や
臼
蓋（
き
ゅ
う
が
い
）形
成

不
全
な
ど
の
股
関
節
疾
患
が
原

因
の
二
次
性
の
も
の
が
あ
り
、

日
本
で
は
二
次
性
の
変
形
性
股

関
節
症
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。 

　
た
だ
近
年
は
栄
養
改
善
や
オ

ム
ツ
の
指
導
な
ど
に
よ
り
、
乳

幼
児
期
の
股
関
節
脱
臼
が
減
っ

た
た
め
、
変
形
性
股
関
節
症
も

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

■
症
状
は
？ 

 

　
青
木
　
変
形
性
股
関
節
症
は
、

思
春
期
の
頃
か
ら
発
症
す
る
こ

と
が
多
く
、
股
関
節
に
近
い
で

ん
部
や
大
腿
部
に
痛
み
が
生
じ
、

ひ
ど
く
な
る
と
歩
行
が
困
難
に

な
り
ま
す
。 

 

■
治
療
法
は
？ 

 

　
青
木
　
変
形
性
膝
関
節
症
と

同
様
、
保
存
療
法
と
手
術
療
法

の
二
つ
が
あ
り
、
病
状
が
末
期

の
場
合
は
、
人
工
股
関
節
置
換

術
で
、
人
工
の
股
関
節
に
取
り

換
え
ま
す
。 

　
変
形
性
股
関
節
症
も
、
Ｘ
線

検
査
で
容
易
に
診
断
が
つ
き
ま

す
か
ら
、
股
関
節
に
こ
わ
ば
り

や
痛
み
な
ど
を
感
じ
た
ら
、
早

め
に
専
門
医
に
み
て
も
ら
う
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

脱
臼
な
ど

脱
臼
な
ど 

股
関
節
疾
患
が

股
関
節
疾
患
が 

引
き
金
に

引
き
金
に 

診
断
は
容
易
、

診
断
は
容
易
、 

早
め
の
治
療
を

早
め
の
治
療
を 

脱
臼
な
ど 

股
関
節
疾
患
が 

引
き
金
に 

診
断
は
容
易
、 

早
め
の
治
療
を 

変形性股関節症 

最
近
サ
プ
リ
メ
ン
ト（
栄
養
補
助
剤
）が
話
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
コ

ラ
ー
ゲ
ン
、
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
、
コ
レ
キ
サ
ミ
ン
等
の
服
用
が
関
節
軟

骨
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
か
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

膝
関
節
症
の
患
者
さ
ん
よ
り
栄
養
補
助
剤
の
服
用
の
相
談
が
多
数
あ
り
ま
す 

正
常
膝
関
節 

脚（
内
反
）変
形   

（
進
行
期
） 

軟骨消失 
（骨同士がこすれる） 

膝蓋骨 

膝蓋大腿関節 

※歩き始めや階段の昇降、イスか
ら立ち上がる時などに膝が痛む 
※膝の曲げ伸ばしが不自由になる 
※長時間歩いた後に痛む 
※膝が腫れる（水がたまる） 
※膝に内反変形（O脚）が見られる 

［変形性膝関節症の主症状］ 

軟
骨
が
消
失 



広
が
る「
女
性
専
用
外
来
」 

きめ細かい設備と時間をかけた診療が評判 

　
伊
東
　
女
性
専
用
外
来
の
動

き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

今
、
女
性
外
来
な
の
で
す
か
。 

　
土
井
　
理
由
は
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
男
性
医
師
に
お

尻
や
乳
房
な
ど
を
見
ら
れ
る
の

は
イ
ヤ
、
と
い
う
女
性
の
患
者

さ
ん
の
羞
恥
心
。
も
う
一
つ
は
、

男
と
女
の
体
は
違
う
の
だ
か
ら
、

同
性
の
医
師
が
み
た
方
が
い
い

と
い
う
「
性
差
医
療
」の
考
え
が

広
ま
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。 

    

　
伊
東
　
女
性
外
来
を
最
初
に

始
め
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で
す
か
。 

　
土
井
　
い
え
、カ
ナ
ダ
で
す
。

国
内
で
は
平
成
13
年
の
春
に
、

鹿
児
島
大
学
医
学
部
附
属
病
院

が
初
め
て
開
設
し
ま
し
た
。 

　
国
立
病
院
機
構
・
横
浜
医
療

セ
ン
タ
ー
の
女
性
外
来
は
そ
れ

よ
り
や
や
遅
く
、
同
年
９
月
の

オ
ー
プ
ン
で
す
。 

　
伊
東
　
土
井
先
生
の
と
こ
ろ

は
開
設
が
早
か
っ
た
の
で
す
ね
。

齋
藤
先
生
の
と
こ
ろ
は
？ 

　
齋
藤
　
横
浜
市
大
附
属
・
市

民
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
15

年
の
２
月
。
患
者
さ
ん
側
か
ら

の
要
望
が
強
く
、
開
設
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。 

　
今
村
　
横
浜
市
民
病
院
は
、

そ
の
３
カ
月
後
。
５
月
に
女
性

外
来
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
伊
東
　
女
性
外
来
は
常
時
、

開
い
て
い
る
の
で
す
か
。 

　
土
井
　
い
え
、
横
浜
医
療
セ

ン
タ
ー
は
月
曜
日
の
午
後（
２

時
半
〜
４
時
半
）の
週
１
回
だ
け
。

電
話
に
よ
る
完
全
予
約
制
で
、

ス
タ
ッ
フ
も
専
任
の
女
医
が
内

科
、
外
科
、
婦
人
科
系
と
３
人

い
ま
す
。 

　
今
村
　
市
民
病
院
の
女
性
外

来
は
月
２
回
。
私
を
含
め
二
人

の
女
医
が
担
当
し
て
い
ま
す
。 

　
ほ
か
に
女
性
の
心
理
療
法
士

が
待
機
し
て
お
り
、
精
神
科
系

の
患
者
さ
ん
は
そ
ち
ら
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
民
病

院
の
大
き
な
特
徴
だ
と
思
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
の
看
護
師

長
が
電
話
予
約
の
受
け
付
け
や

患
者
さ
ん
の
振
り
分
け
な
ど
を

担
当
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

　
伊
東
　
齋
藤
先
生
の
と
こ
ろ

は
い
か
が
で
す
か
。 

　
齋
藤
　
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

は
週
１
回
、
総
合
内
科
の
中
の

女
性
外
来
と
い
う
形
で
開
い
て

い
ま
す
。
担
当
医
は
私
一
人
で

す
が
、
病
院
の
全
女
性
ス
タ
ッ

フ
が
協
力
体
制
を
と
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。 

    

　
伊
東
　
女
性
外
来
は
、
と
て

も
人
気
が
高
い
そ
う
で
す
ね
。 

　
土
井
　
は
い
。
た
だ
時
間
を

か
け
、
じ
っ
く
り
診
療
す
る
こ

と
が
女
性
外
来
の
一
番
の
特
徴

で
す
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
患
者

さ
ん
を
診
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
電
話
予
約
を
し
て
い
た

だ
い
て
も
、
１
〜
２
カ
月
待
ち

と
い
う
の
が
現
状
で
す
。 

　
齋
藤
　
混
み
具
合
は
、
ど
こ

も
似
た
り
寄
っ
た
り
で
す
よ
ね
。

う
ち
も
開
設
当
初
は
３
カ
月
待

ち
で
し
た
。
で
も
今
は
や
や
改

善
さ
れ
、
１
カ
月
待
ち
で
す
。 

　
伊
東
　
一
人
の
患
者
さ
ん
を

診
る
の
に
、
ど
の
く
ら
い
の
時

間
を
か
け
る
の
で
す
か
。 

　
今
村
　
市
民
病
院
は
一
人
20

分
が
目
安
で
す
。
も
っ
と
も
、

実
際
に
は
オ
ー
バ
ー
す
る
こ
と

の
方
が
多
い
で
す
け
ど
ね
。 

　
伊
東
　
確
か
に
“手
厚
い
診

療„
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
ど

ん
な
患
者
さ
ん
が
多
い
の
で
す

か
。 

　
土
井
　
年
齢
も
症
状
も
千
差

万
別
。
開
設
前
は
更
年
期
障
害

の
女
性
が
多
い
だ
ろ
う
と
予
想

し
て
い
た
の
に
、
そ
う
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
横
浜
医
療
セ
ン
タ

ー
の
外
来
に
は
８
歳
か
ら
88
歳

ま
で
幅
広
い
患
者
さ
ん
が
来
て

い
ま
す
。 

　
中
に
は「
９
歳
で
月
経
に
」「
10

代
な
の
に
乳
房
に
シ
コ
リ
が
」

と
い
っ
た
患
者
さ
ん
も
い
て
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
80
代
で
圧
倒
的
に
多
い

の
が
失
禁
の
悩
み
。
高
齢
に
な

っ
て
も
、
男
性
の
医
師
に
診
て

も
ら
う
の
は
恥
ず
か
し
い
よ
う

で
、
み
な
女
性
外
来
の
開
設
を

手
放
し
で
喜
ん
で
い
ま
す
。 

　
今
村
　
最
近
は
若
い
患
者
さ

ん
が
多
い
で
す
ね
。全
体
の
25
％

は
20
代
の
女
性
で
、
主
と
し
て

生
理
不
順
や
性
病
に
対
し
て
の

不
安
な
ど
を
訴
え
て
き
ま
す
。

こ
の
間
は
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
を

し
た
女
子
中
学
生
が
相
談
に
来

ま
し
た
。 

　
齋
藤
　
そ
れ
に
病
気
が
は
っ

き
り
せ
ず
、
不
定
秋
訴
の
よ
う

な
曖
昧
な
症
状
で
悩
ん
で
い
る

ケ
ー
ス
も
多
い
で
す
よ
ね
。 

　
で
す
か
ら
、
じ
っ
く
り
話
を

聞
い
て
あ
げ
る
だ
け
で
快
方
に

向
か
う
こ
と
も
あ
る
。
患
者
さ

ん
の
立
場
に
た
っ
た
丁
寧
な
診

療
が
い
か
に
大
切
か
を
、
痛
感

さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

    

　
伊
東
　
と
こ
ろ
で
、女
性
外
来

の
開
設
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
の
が「
性
差
医
療
」で
す
。
こ

れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。 

　
土
井
　
男
と
女
に
は
性
差
が

あ
り
、
体
の
構
造
も
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
も
違
い
ま
す
。
従
っ
て

男
女
で
は
、
か
か
り
や
す
い
病

気
や
同
じ
病
気
で
も
進
行
の
度

合
い
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
痛
風
は
９
割
が
男

性
に
発
症
、
膠
原
病
は
圧
倒
的

に
女
性
が
多
い
。
梗
塞
は
死
亡

数
は
男
女
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
50

歳
以
前
の
死
亡
者
は
男
性
に
、

女
性
は
75
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
と

い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

女
性
が
健
康
で
豊
か
な
人
生
を

送
る
に
は
、
男
女
画
一
で
は
な

く
、こ
う
し
た
性
差
を
重
視
し
、

女
性
の
体
と
心
を
ト
ー
タ
ル
に

診
る
医
療
が
不
可
欠
と
い
う
の

が
、
性
差
医
療
の
考
え
方
で
す
。 

　
伊
東
　
な
る
ほ
ど
、
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。
土
井
先
生
、
最

後
に
こ
れ
か
ら
の
女
性
外
来
に

つ
い
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。 

　
土
井
　
女
性
外
来
が
増
え
て

き
ま
し
た
か
ら
、
ま
ず
は
情
報

交
換
な
ど
女
性
外
来
同
士
が
お

互
い
に
手
を
つ
な
ぎ
合
う
こ
と
。

そ
れ
に
地
元
の
医
師
会
や
外
部

の
自
助
グ
ル
ー
プ
な
ど
関
連
団

体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
伊
東
　
貴
重
な
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
女
性
の
外
来
患
者
に
は
同
性
の
医
師
が
対
応
し

よ
う
と
、「
女
性
専
用
外
来
」を
新
設
す
る
医
療
機

関
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
裏
に
は
、
男
性
医
師
に

診
て
も
ら
う
こ
と
を
恥
ず
か
し
が
る
女
性
の
心
理

や
女
性
の
疾
患
の
奥
深
さ
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
女
性
専
用
外
来
で
診
療
に
当
た
る
第

一
線
の
女
医
さ
ん
た
ち
に
、
女
性
外
来
が
誕
生
し

た
背
景
や
現
状
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
な
ど
を
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

司会／伊東 亨 
（みんなの健康編集委員会委員長） 

●  
今村清子先生 

（横浜市立市民病院・がん検診センター所長） 

●  
土井卓子先生 

（国立病院機構・横浜医療センター外科部長） 

●  
齋藤真理先生 

（横浜市立大学附属市民医療センター准教授・総合内科部長） 

今
村
清
子
先
生 

● 

● 

土
井
卓
子
先
生 

齋
藤
真
理
先
生 

● 

幼
児
か
ら
80
代
ま
で 

年
齢
層
も
病
気
も
多
彩 

県
内
で
は
横
浜
医
療 

セ
ン
タ
ー
が
第
１
号 

「
性
差
医
療
」を
重
視 

座 会 談 女性 医師によ る  
女 性 の 体 と 心 を  
ト ー タ ル に 診 る  

女 性 医 師 に よ る  
女 性 の 体 と 心 を  
ト ー タ ル に 診 る  



 

大
き
く
変
わ
り

変
わ
り
ま
す
。
 

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
 

介
護
保
険
制
度
の
改
正
 

明 日 へ の あ ゆ み  

障害の経験生かし、 
福祉器具づくりに挑戦 
「福祉なんでも創ろう会」会長 
  印南 房吉さん（77歳・南区） 

事故で左足失い、人生暗転 
　若い頃は小型貨物船の乗組
員として、一生懸命働いてい
ました。ところが、23歳の時
に船上で事故に遭い、片足を
失う大ケガを負いました。 
　接岸した船を係留するため、
太いロープを持って岸に飛び
移ろうとした瞬間、船が動き、
左足首にロープが絡まったの
です。ロープは強い力で引っ
張られ、足首の骨はグチャグ
チャ。運ばれた病院でヒザか
ら下をバッサリ切断され、目
の前が真っ暗になりました。
　しかし、突然の悲劇をいく
ら嘆いてみても、失った左足
は戻ってきません。私は自ら
を励まし、苦しい手術や入院
生活の末に、やっと足に合う
義肢の装着に成功して、自歩
自立の道を歩み始めました。 
 
設計技師として再出発 

　退院後は、小さい頃から憧
れていた技術者になろうと、千
葉の工業大学で２年間みっち
り勉強。学業を終えると、荏
原製作所の川崎工場に入り、
設計技師として新たな人生の
スタートを切りました。 

　私は昔から発明や創意工夫
が大好きで、会社でも水と空
気、ゴミを一緒に吸い取るク
リーナーや魚を無傷で移送す
る真空装置などの新製品を考
案。設計の仕事に従事しなが
ら、モノを創
造すること
の面白さ、楽
しさに心ひ
かれていき
ました。 
　そのうち
根っからの
発明癖が高
じ、障害者
の役に立つ
福祉機器を
自らの手で
創ろうと決
意。定年を
前に退職し、新たに福祉機器
の開発会社を設立しました。
しかし、せっかく考案した器
具はどれも値が張り、なかな
か普及しません。 
 
安価で役立つ福祉器具を 

　そこで「もっと手軽で、安い
ものを」と、知り合いの技術者

やドクターたちと「福祉なんで
も創ろう会」を結成。ボランテ
ィア感覚で、福祉器具づくりに
励んできました。 
　これまでに開発した器具は、
銭湯でも杖が使える「防水杖
袋」や腰やヒザ下に入れて、痛
みやだるさを解消するボール
紙製のコロコロ枕など、いろ
いろ。防水杖袋は、杖が手放
せない障害者が銭湯で入浴を
断られた話をヒントに考案し
たもので、使い勝手が良く、利
用者に喜ばれています。 
　体が不自由だと、毎日の生
活がどれほど大変か。私も障
害を持つ身なので、その苦労
をよく知っています。それ故に、
生活の手助けになる安価な福
祉器具をどんどん開発して、少
しでも障害者のお役に立ちた
い。 
　それが喜寿を迎えた私の大
きな人生目標です。 

主
治
医
意
見
書
も 

変
わ
り
ま
す
。 

介
護
予
防 

サ
ー
ビ
ス
っ
て
？ 

地
域
包
括
支
援 

セ
ン
タ
ー
と
は
？ 

　
今
年
は
制
度
の
開
始
よ
り
６

年
目
と
な
り
、
在
宅
療
養
と
施

設
療
養
と
の
格
差
、
介
護
度
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
等
が
検

討
さ
れ
、
支
給
限
度
額
の
引
き

下
げ
、
利
用
者
の
自
己
負
担
の

増
加
等
々
今
後
の
財
政
的
な
予

測
か
ら
平
成
18
年
４
月
か
ら
大

幅
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
そ
し
て
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
等
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
ま
す
。
な
お
平
成
17
年
10

月
か
ら
施
設
入
所
者
の
居
住
費
・

食
費
等
が
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
と
し
て

利
用
者
負
担
と
な
り
ま
し
た
。 

　
な
お
65
歳
以
上
の
方
の
保
険

料
は
第
３
段
階（
基
準
額
）３
２

６
５
円
か
ら
４
１
５
０
円
に
ア

ッ
プ
の
予
定
。 

    

　
介
護
度
の
変
更
等
は
再
申
請

時
よ
り
介
護
認
定
審
査
会
で
見

直
さ
れ
ま
す
。
そ
の
決
定
に
主

治
医
意
見
書
が
重

要
で
す
。
ま
た
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
の

参
考
に
も
な
り
ま
す
。

移
動
、栄
養
・
食
生
活
、

関
節
の
痛
み
等
の
生

活
機
能
、
認
知
症
の
状

態
等
に
よ
り
従
来
の
要
介

護
度
１
〜
５
か
要
支
援
１
、
２

か
が
判
定
さ
れ
ま
す
。再
申
請

に
あ
た
っ
て
主
治
医
と
よ
く
相

談
し
ま
し
ょ
う
。 

    

　
要
支
援
者
に
は
新
予
防
給
付

の
利
用
と
し
て
①
運
動
器
機
能

の
向
上
②
栄
養
改
善
③
口
腔
機

能
の
向
上
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

特
に
今
ま
で
の
介
護
度
１
か
ら

要
支
援
２
に
移
行
し
た
方
を
含

め
要
支
援
者
は
受
け
ら
れ
る
サ

ー
ビ
ス
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
の

方
々
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
は「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
保
健
師
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
主
に
作

成
し
ま
す
。
介
護
度
の
進
行
の

予
防
を
目
的
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
が

作
成
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
は
今
ま
で

と
異
な
り
限
定
さ
れ
ま
す
。
関

心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。 

    

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で

き
る
よ
う
な
施
策
と
し
て
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
あ

り
ま
す
が
、
他
の
地
域
の
方
は

利
用
で
き
ず
、
市
の
指
定
に
よ

り
ま
す
。
横
浜
市
で
は
既
存
の

ケ
ア
プ
ラ
ザ
を
中
心
に
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

ま
す
。
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、

認
知
症（
介
護
予
防
）グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
地
域
包
括
ケ
ア
・

認
知
症
ケ
ア
の
確
立
に
向
け
て

展
開
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
だ
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と

も
多
く
、
各
区
サ
ー
ビ
ス
課
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

長
浜
医
院
院
長 

　
　
長
濱 

隆
史 

先
生 

　
江
戸
末
期
の
名
医
と
し

て
名
高
い
佐
藤
三
折
の
号

は
、
“三
度
肘
を
折
っ
て
良

医
と
な
る
„の
古
語
か
ら
由

来
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

自
ら
の
骨
を
何
度
も
折
っ

て
、
そ
の
痛
み
、
苦
し
み

を
知
り
治
療
法
を
研
究
し
、

初
め
て
円
熟
し
た
良
医
と

な
る
と
云
う
解
釈
で
し
ょ

う
。
然
し
、
医
療
を
行
う

側
か
ら
見
れ
ば
そ
う
な
り

ま
す
が
、
人
命
を
扱
う
職

業
に
対
す
る
世
間
の
目
は

厳
し
く
、
“他
人
の
骨
を

三
度
も
折
る
様
な
失
敗
を

重
ね
て
一
人
前
の
医
者
が

出
来
る
„
と
云
う
意
味
に

取
る
人
も
お
り
ま
す
。 

　
医
療
事
故
に
関
し
て
の

訴
訟
が
度
々
問
題
と
な
り

ま
す
。
勿
論
、
失
敗
は
許

さ
れ
る
べ
き
で
有
り
ま
せ

ん
が
、
前
述
の
佐
藤
三
折

の
様
な
熟
達
し
た
医
師
で

も
結
果
が
悪
け
れ
ば
訴
訟

問
題
に
な
り
か
ね
な
い
の

が
今
の
世
相
で
す
。
日
本

医
師
会
で
は
、
出
産
時
に

医
師
側
に
過
失
が
無
く
て

も
、
予
測
出
来
な
い
ト
ラ

ブ
ル
に
よ
り
新
生
児
に
脳

性
麻
痺
が
残
っ
た
ケ
ー
ス

な
ど
に
対
し
て
患
者
に
補

償
す
る
「
無
過
失
補
償
制

度
」
の
創
設
を
医
療
事
故

に
対
す
る
救
済
制
度
と
し

て
、
国
な
ど
に
働
き
か
け

て
ゆ
く
方
針
で
す
。（
球
児
） 



休　日　急　患　診　療　所　案　内 

平
成
18
年
3
月
13
日
発
行  

発
行
所
／
社
団
法
人
横
浜
市
医
師
会  

発
行
人
／
今
井  

三
男  

協
力
／
（財）
横
浜
高
齢
者
健
康
福
祉
財
団
　
〒
2
3
1
―

0
0
6
2 

横
浜
市
中
区
桜
木
町
1
―

1 

横
浜
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
6
・
7
F
 
2
0
1
―

7
3
6
9

●青葉区休日急患診療所 （045）973－2707 
　診療時間：午前9時～12時 午後1時～4時 （内科・小児科） 
●横浜市旭休日急患診療所 （045）363－2020 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科） 
●泉区休日急患診療所 （045）801－2280 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科） 
●横浜市磯子区休日急患診療所 （045）753－6011 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科） 
●神奈川区休日急患診療所 （045）317－5474 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科） 
●金沢区三師会立休日救急診療所 （045）782－8785 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科・歯科） 
●横浜市港南区休日急患診療所 （045）842－8806 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科） 
●港北区休日急患診療所 （045）433－2311 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科） 
●栄区医師会休日急患診療所 （045）893－2999 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科） 
●横浜市瀬谷区休日急患診療所 （045）302－5115 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科） 
●都筑区休日急患診療所 （045）911－0088 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科） 
●鶴見区休日急患診療所 （045）503－3851 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科） 
●戸塚休日急患診療所 （045）852－6221 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科・歯科） 
●中区休日急患診療所 （045）622－6372 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科） 

●西区休日急患診療所 （045）322－5715 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科） 
●保土ヶ谷区休日急患診療所 （045）335－5975 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科） 
●緑区休日急患診療所 （045）937－2300 
　診療時間：午前9時～12時 午後1時～4時 （内科・小児科） 
●南区休日急患診療所 （045）731－2416 
　診療時間：午前10時～午後4時 （内科・小児科） 

横浜市救急医療情報センター 
横浜市救急医療センター3階　（045）201－1199【24時間対応】 

横浜市夜間急病センター 
横浜市救急医療センター1・2階  　（045）212－3535 
内科・小児科：午後8時～午前6時（4月から午前0時まで） 
眼科：午後8時～午前0時  耳鼻咽喉科：午後8時～午前0時 

横浜市北部夜間急病センター 
都筑区休日急患診療所1階  　（045）911－0088 

内科・小児科：午後8時～午前0時 

横浜市南西部夜間急病センター 
泉区休日診療所  　（045）806－0921 
内科・小児科：午後8時～午前0時 

横浜市歯科保健医療センター 
休日・夜間救急歯科診療 　（045）201－7737 

休日診療：午前10時～午後4時　夜間診療：午後7時～11時 

神奈川県医師会中毒情報相談室 
　（045）262－4199【24時間対応】 

3月 ★17日 足と膝のスポーツ外傷（1） 

 ★24日 足と膝のスポーツ外傷（2） 

 ★31日 胃がん検診（1） 

4月  ★  7日 胃がん検診（2） 

 ★14日 薬疹（1） 

 ★21日 薬疹（2） 

 ★28日 眼科の学校健診 

3・4月の放送予定 

TVKテレビメディカルチェック 

「みんなの健康」 

毎週金曜日午後1時19分より 
（生放送のため、多少前後のずれがあります。ご了承下さい。） 

市民医療講演会のご案内 訪問看護ステーション 看護師の募集 
横浜市内19ヵ所にある各区医師会立のステーションで、
訪問看護に従事してくださる看護師（常勤・非常勤）を募
集しております。詳細は次の連絡先へお問い合わせ下さい。 

【お問い合せ先】 
横浜市医師会事業三課 　045・201・7366

糖尿病と目との関わり ●● ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

生活習慣病 ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

日 時／平成18年3月16日（木）午後2時から 
会 場／神奈川県民ホール 小ホール 
 　　　（みなとみらい線 日本大通駅 下車徒歩6分） 
内 容／①糖尿病について　　 
 　　　　横浜市立大学附属病院 内分泌糖尿病内科 教授 寺内 康夫 先生 
 　　　②糖尿病と目の関わりについて 
 　　　　横浜市立大学附属市民総合医療センター 眼科 準教授 門之園 一明 先生 

日 時／平成18年3月18日（土）午後2時から 
会 場／横浜市健康福祉総合センター 4階ホール 
　　 　（JR・横浜市営地下鉄 桜木町駅前） 
内 容／①普段着の血圧の話 
 　　　　あなたを守る家庭血圧測定　　 
 　　　　宮川内科小児科医院 院長 宮川 政昭 先生 
 　　　②高血圧は沈黙の殺し屋（サイレントキラー） 
 　　　　自己測定・自己管理で健康寿命を 
 　　　　東北大学大学院 薬学・医学系研究科 教授 今井 潤 先生 

参加費無料 【お問い合せ先】衛生局保健政策課 　　　045・671・2454 　　　　　　　　横浜市医師会事業一課 　045・201・7362


